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テッソーリ教育が紹介された1912年当初、すでに一定の地位を確立していたフレーベル主義の幼児教育
施設から強い批判を受けながらも、第一次世界大戦の敗北後、新たな教育方法を模索する風潮の中でモ
ンテッソーリ教育が支持され浸透していくというダイナミックな過程を描き出した。そして第4章では、
モンテッソーリ教師たちによる記録に基づいて、ベルリン＝ランクヴィッツとベルリン＝ヴィルマース
ドルフ、ブレスラウの「子どもの家」における音楽指導の実際を活写することができた。 
 結論として、申請者は、モンテッソーリにおける音楽指導の本質を次の3点に要約している、①音や音
楽を「聴くこと」に重点が置かれた音楽指導であったこと、②身体運動を伴う活動を通して音楽的な感
覚や身体感覚を無意識的に身に付けることが重要視され、環境の整備と充実が不可欠とされたこと、③
「聴く」「動く」「表現する」という音楽経験を通して全人教育としての役割を果たしていること。 
 学位論文審査会においては、改革教育運動期の音楽教育全体の動向にまで踏み込んで丁寧に考察した
点、「子どもの家」で実際に音楽指導に携わった教師たちの記録に基づいて緻密な読解がなされている
点、そして多義性をもつドイツ語の意味がうまく整理され示唆に富む解釈となっている点などについ
て、高い評価が得られた。他方で、鍵概念についてより詳細な説明が欲しいこと、環境を重視するモン
テッソーリ教育については教師の力量によるところが大きいため教員養成の面からも検討する必要があ
ることなど、今後の研究へとつながる課題についての指摘があった。 
 以上を総合的に判断し、課程博士の研究として大変優れた成果をあげたと認めて、全会一致で合格と
判断した。 
